公立大学法人大阪府立大学
平成２４事業年度の業務実績に関する評価結果の概要

大阪府公立大学法人大阪府立大学評価委員会

（事務局　大阪府財務部行政改革課）
　公立大学法人大阪府立大学の各事業年度の業務実績については、地方独立行政法人法に基づき、大阪府公立大学法人大阪府立大学評価委員会による評価を受けることとなっており、平成2５年8月２８日に開催された平成２５年第３回評価委員会において、平成2４事業年度の業務実績の評価結果が決定されました。

	大項目
	評価
	主な判断理由・特記事項

	教育研究等の

質の向上
	「計画どおり」進捗していることを確認
	能動的な学習姿勢への転換を促すため、学域混合の初年次ゼミナールを本格的に開講。受講後アンケートで好結果を得る等、教育体制再編の順調なスタートが認められた。また、学術研究活動おいては、学術研究団体等から研究の業績を認められ賞を受けた者が増加。研究の質向上に努めていることが認められた。

	
	「地域貢献」及び「国際化」の項目はＡ評価に該当
	大阪府立大学では、共同・受託研究の積極的な実施や、研究戦略企画・推進機能等を有するＵＲＡセンターの設置をはじめ大阪の産業活性化への貢献や体制強化、優秀な人材の育成等の地域貢献に努めている。また、留学生受入数の拡大をはじめ国際交流も着実に推進している。工業高等専門学校では、地域の小中学生への理科・技術教育活動を積極的に展開し、地域貢献を強化している。

	業務運営の

改善及び効率化
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	民間的発想やノウハウを法人経営に取り入れ、優れた人材確保のための制度を構築する等、組織の改革・改善を着実に実施していると認められる。教員業績評価制度については本格実施には至らなかったものの難易度の高い目標に向けた努力は評価でき、全体としておおむね計画どおりの進捗が認められる。


	財務内容の改善
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	法人寄付の獲得に努力による寄付金収入の大幅な増加等、自主財源の獲得に努めている。また、公開講座受講料等の適正化を図るなど、計画どおりの進捗が認められる。

	自己点検・評価及び当該状況に係る

情報の提供
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	創基１３０年事業を中核とした戦略的広報の実施や府大学術情報リポジトリの充実など、府大の存在と活動について学内外への発信に努めており、全体として計画どおりの進捗が認められる。

	その他の業務運営
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	学舎の改修整備やエコ・キャンパスへの取組の計画的な実施、遺伝子組換え実験・動物実験等に係る教育訓練をはじめとする安全管理に関する措置など、全体として計画どおりの進捗が認められる。


※評価区分　Ｓ：特筆すべき進捗状況　Ａ：計画どおり　Ｂ：おおむね計画どおり　Ｃ：やや遅れている　Ｄ：重大な改善事項あり
※「教育研究等の質の向上」（「地域貢献等に関する項目」及び「国際化に関する項目」を除く）については、教育研究の特性への配慮から、専門的な観点からの評価は行わず、進捗状況の確認にとどめた。

資料 ３





資料 ２





資料 ２





全体評価　「全体としておおむね年度計画及び中期計画のとおりに進捗している」


○大項目について、５項目のうち４項目がＡ評価（計画どおり進捗）、１項目がB評価（おおむね計画どおり進捗）であり、教育研究等の質の向上についても計画どおり進捗していることを確認した。


○委員会コメント


学域・学類再編後の初年度が順調にスタートしたと認められる。教育研究等の質の向上と法人運営の改善や効率化にバランスよく取り組み、特に地域貢献の推進や外部研究資金の獲得について引き続き努力している点は高く評価できる。
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